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本格的に、研修スタート！ ～ 本年度は専門研修をさらに拡充 ～  

令和６年度が始まり約３ヵ月。研修所では「研修担当職員研修」を皮切りに、順次、研修がスタートして

います。今年度は職階に応じた階層別研修に加え、ニーズの高い専門研修や職場の指導者フォロー研修を

拡充して行います。まちづくりに奮闘する皆さんの成長を、研修機会を通して応援していきます。 

条例・規則作成研修（基礎編） 
条例・規則の立案形式を学び、改正実務の実践・演習を 

行いました。（５月９日・10 日 講堂） 

管理者研修Ⅰ 

今年度の初めての階層別研修。課長補佐職に求められる

役割を学びました。（５月 15 日～17 日 101 研修室） 

「公務員としての使命」指導者養成研修 
職場の指導者、講師として活動するための知識技能を習得し

ました。（5 月 29 日～31 日 301 研修室） 

プレゼンテーション研修 

伝えたいことを伝えるには？説明・提案場面で必要な知識・

技能を訓練しました。（5 月 13 日・14 日 301 研修室） 

「活舌法」訓練は継続が

カギ（写真上） 

グループ内で 

模擬プレゼン 

（写真下） 

 
「組織マネジメ

ント」でのグルー

プ演習の様子 

 

 

最終日には、全員が

講師として模擬講

義を体験（写真下） 

紙を使った※アイスブ

レイクのグループ演習

（写真上） 

※受講者の緊張を解き

ほぐすために行う手法 
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サマージャンボ宝くじ・ハロウィンジャンボ宝くじ   ～市町村のまちづくりに役立っています～ 

 
 
 
 
             
 
                           
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

所属・職名 氏 名 派遣元など 

事務局長兼研修所長 後藤 光彦 登米市 

事務局次長兼総務課長 関内 秀博 大衡村（新） 

     総務課事務員 柳沼 美和  

研修所次長兼研修課長 加藤 陽子 石巻市 

      研修課主査 岡崎 恵太 七ヶ浜町 

         主事 早坂 凌 富谷市 

         主事 小野寺 優太 美里町 

主事 佐藤 彰斗 気仙沼市（新） 

      調査研究員 丹野 修  

調査研究員 本田 幹枝  

   研修課事務補助員 尾崎 京子  

自治とは何か？『地方自治制度研修』～ 自治体の過去・現在から未来を考察 ～ 

 

近年の地方自治法改正の趣旨を踏まえ、これまで積み上げてきた地方

自治制度を再認識しました。その上で、未来の地方自治・自治体の存在

意義を考えました。講師として登壇されたのは石山
いしやま

英
ひで

顕
あき

さん（東北大学

大学院法学研究科教授）と今井
い ま い

照
あきら

さん（元福島大学行政政策学類教授）。

自治体とは何かー。改めて「気づく」貴重な機会になりました。 

（5 月２９日・30 日 302 研修室） 

 

第Ⅲ期専門研修☆ご案内 

現在、下記「第Ⅲ期専門研修」をご案内

しています。研修内容など、詳細は公式ホ

ームページに掲載しています。 

なお、受講要件などについては、貴団体

の研修担当にご確認ください。 

 

◆私債権管理・回収（9/19～9/20）  

◆行政法     （9/５～9/６）  

◆クレーム対応  （9/10～9/11） 

◆折衝力・交渉力 （10/8～10/9） 

 

編集後記 ■新緑の季節となりました。木々が青々とし、心地よさを感じているところです。さて、先般の研修担当職

員研修では、研修への「動機づけ」に触れました。本紙は、「動機づけ」の一端を担えるよう発行していき

ます。ぜひ、ご活用ください（優）■現代人の一日の情報量は江戸時代の一年分、平安時代の一生分だとか。

古今東西「伝わっているか」は、送り手側の永遠の課題。紙面へのご意見・ご感想をお待ちしています（幹） 

シリーズ【研修事始（けんしゅうことはじめ）①】    

木も、森も        

細部にこだわりすぎて全体や本質をつかまないことを「木を見て森を見ず」

という。自分では気づかずに、このような状態に陥っていることがある。ある時

上司から「もっと遠くを見ろ」と言われて、はっとしたことを覚えている。 

森を「あるべき姿」と描いて、次に実現のために、どんな木をどのように育て

ていくかなどの策を講じていく。自治体現場では、いずれも待ったなし、だ。 

近頃、剪定作業に追われ、森を眺める暇がない忙しい方にこそ、研修に足

を運んでほしい。「木も見て、森も見る」―。視点を変える契機になるはずだ。 

             調査研究員 本田 幹枝 

研修所 de パチリ！① 

今年度の宮城県市町村自治振興センター・宮城県

市町村職員研修所職員一同です。（右表４月１日現在） 

新旧ともども、どうぞよろしくお願いいたします。 

新・研修スタッフをよろしく 

 

 

 

新たにお迎えした関内
せきうち
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ん 熱心に受講する皆さん 


